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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ異なる割当波長が設定された他の光装置と接続されることでリング状光伝送シ
ステムを構成可能であり、割当波長が設定された光装置であって、
　入力光を分岐する分岐部と、
　前記割当波長の光を出力する光送出部と、
　前記分岐部により分岐された一方の入力光のうち前記割当波長の光を阻止するとともに
前記光送出部から入力された前記割当波長の光および前記分岐部により分岐された一方の
入力光のうち前記割当波長以外の光を出力する第１の状態と、前記分岐部により分岐され
た一方の入力光を出力し前記光送出部から入力された前記割当波長の光を阻止する第２の
状態と、を有する挿入部と、
　を備えたことを特徴とする光装置。
【請求項２】
　それぞれ異なる割当波長が設定された他の光装置と接続されることでリング状光伝送シ
ステムを構成可能であり、割当波長が設定された光装置であって、
　入力光を分岐する分岐部と、
　前記割当波長の光を出力する光送出部と、
　前記分岐部により分岐された一方の入力光を前記割当波長の光と前記割当波長を含まな
い光とに分波する分波手段と、前記分波手段により分波された前記割当波長の光と前記光
送出部からの光を入力して択一的に出力光を切り替える光スイッチと、前記分波手段によ
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り分波された前記割当波長を含まない光と前記光スイッチの出力光を合波する合波手段と
、を有する挿入部と、
　を備えたことを特徴とする光装置。
【請求項３】
　それぞれ異なる割当波長が設定され、入力光を分岐する分岐部と、前記割当波長の光を
出力する光送出部と、前記分岐部により分岐された一方の入力光のうち前記割当波長の光
を阻止するとともに前記光送出部から入力された前記割当波長の光および前記分岐部によ
り分岐された一方の入力光のうち前記割当波長以外の光を出力する第１の状態と、前記分
岐部により分岐された一方の入力光を出力し前記光送出部から入力された前記割当波長の
光を阻止する第２の状態と、を有する挿入部と、を備えた複数の光装置と、
　入力光のうち特定波長の光を阻止するとともに前記特定波長の光を出力することが可能
であり、前記特定波長は前記複数の光装置の割当波長のうち少なくとも１つに対応する集
中装置と、
　前記複数の光装置および少なくとも１つの前記集中装置が接続されるリング状伝送路と
、
　を含むことを特徴とするリング状光伝送システム。
【請求項４】
　前記集中装置が前記特定波長の光により前記複数の光装置の全てに対する信号光を送出
するとき、
　前記集中装置の前記特定波長に対応した割当波長を有する前記光装置は、前記第２の状
態に設定されることを特徴とする請求項３に記載のリング状光伝送システム。
【請求項５】
　第１のリング状伝送路に接続され、それぞれ異なる割当波長が設定され、入力光を分岐
する分岐部と、前記割当波長の光を出力する光送出部と、前記分岐部により分岐された一
方の入力光のうち前記割当波長の光を阻止するとともに前記光送出部から入力された前記
割当波長の光および前記分岐部により分岐された一方の入力光のうち前記割当波長以外の
光を出力する第１の状態と、前記分岐部により分岐された一方の入力光を出力し前記光送
出部から入力された前記割当波長の光を阻止する第２の状態と、を有する挿入部と、を備
えた複数の第１リング光装置と、
　第２のリング状伝送路に接続され、それぞれ異なる割当波長が設定され、入力光を分岐
する分岐部と、前記割当波長の光を出力する光送出部と、前記分岐部により分岐された一
方の入力光のうち前記割当波長の光を阻止するとともに前記光送出部から入力された前記
割当波長の光および前記分岐部により分岐された一方の入力光のうち前記割当波長以外の
光を出力する第１の状態と、前記分岐部により分岐された一方の入力光を出力し前記光送
出部から入力された前記割当波長の光を阻止する第２の状態と、を有する挿入部と、を備
えた複数の第２リング光装置と、
　前記第１および第２のリング状伝送路に接続され、前記第１および第２のリング状伝送
路を相互に接続する第１の状態と、前記第１および第２のリング状伝送路が個別に閉じた
第２の状態と、を切換え可能な交換装置と、
　を含むことを特徴とするリング状光伝送システム。
【請求項６】
　前記第１リング光装置が前記割当波長である特定波長の光により前記複数の第２リング
光装置の全てに対する信号光を送出するとき、
　前記交換装置は、前記第１の状態に設定され、
　前記特定波長を前記割当波長とする前記第２リング光装置は、前記第２の状態に設定さ
れることを特徴とする請求項５に記載のリング状光伝送システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リング状に接続された複数のノード間で波長多重（Wavelength Division Mu
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ltiplexing：ＷＤＭ）光を伝送するリング状光伝送システムに関し、特に、複数の光分岐
挿入(Optical Add/Drop Multiplexing：ＯＡＤＭ）ノードを備えたリング状光伝送システ
ムおよびこれに接続される光装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インターネット・トラフィックを中心とするデータ通信需要の爆発的な増大に伴い、バ
ックボーンネットワークの大容量化、超長距離化が求められている。また、ユーザの利用
するサービスも多種多様となることから、高い信頼度で柔軟性に富み、かつ、経済的なネ
ットワークも同時に実現することが求められている。
　特に光通信ネットワークは、情報通信ネットワークの基盤形成の核となるもので、一層
のサービスの高度化、広域化が望まれており、情報化社会に向けて急速に開発が進んでい
る。また、光伝送システムの中心技術としては、波長多重（ＷＤＭ）技術が広く用いられ
ている。ＷＤＭ伝送は、波長の異なる複数の光信号を多重化して１本の光ファイバで同時
に伝送する方式である。
【０００３】
　ＷＤＭ伝送を行うノードでは、光波長領域の光パス単位で様々な処理を行うため、例え
ば、光信号を電気信号に変換せずに、特定の波長の光信号を分岐（ドロップ）したり、挿
入（アド）したりする光分岐挿入（ＯＡＤＭ）の制御が行われる。
　図１９は、ＯＡＤＭノードを有する一般的なリング状光伝送システムの構成例を示す図
である。
【０００４】
　図１９のシステムでは、例えば、集中局Ｎ０を中心にして複数のＯＡＤＭノードＮ１～
Ｎ７が伝送路１００によりリング状に接続される。集中局Ｎ０においては、各ＯＡＤＭノ
ードとの間でデータのやり取りを行うため、全てのＯＡＤＭノードＮ１～Ｎ７との通信が
できるように、伝送路１００から入力されるＷＤＭ光が波長ごとに分波された後、各々の
波長の光信号の分岐（ドロップ）、挿入（アド）または透過（スルー）が制御され、それ
ら各波長の光信号が再び合波されて伝送路１００に出力される。各ＯＡＤＭノードＮ１～
Ｎ７には、例えば図２０に示すように、ノードごとに異なる波長グループＧ１～Ｇ７が挿
入波長（アド波長）として予め割り当てられており、波長可変フィルタ等を用いて自ノー
ドでの分岐波長（ドロップ波長）を選択することで通信相手となるノードが設定される。
このような構成によれば、例えば時間単位や分単位での接続パスの設定が容易となるため
、通信パスの時間貸し（波長貸し）などのサービスに適したネットワークを提供できるよ
うになる。また、各ＯＡＤＭノードにおけるドロップ波長を同一に設定することにより、
１つの送信信号を複数の拠点で受信するマルチキャスト通信や全ノードで受信するブロー
ドキャスト通信が可能となるため、今後拡大すると考えられる画像配信や放送型のサービ
スなどに適したネットワークを提供することもできる。
【０００５】
　上記のような集中局としての機能を実現するための具体的な構成としては、例えば図２
１に示すようなハブノードを用いたものが知られている。この図２１の構成例では、伝送
路から入力されるＷＤＭ光が光アンプ等を介して光分波器１０１に入力され、光分波器１
０１で波長ごとに分波されて各波長λ１～λｎの光信号が光分波器１０１の各ポートから
出力される。各波長λ１～λｎの光信号は、各々に対応した光カプラ（ＣＰＬ）１０２で
スルー光とドロップ光とに分岐される。各波長λ１～λｎのスルー光は、各波長λ１～λ
ｎに対応した光スイッチ（ＳＷ）１０３に送られ、各光スイッチ１０３ではスルー光とア
ド光のいずれかが選択される。そして、各光スイッチ１０３から出力される各波長λ１～
λｎに対応した光信号が光合波器１０４で再び合波され、ＷＤＭ光が光アンプ等を介して
伝送路に出力される。
【０００６】
　なお、本明細書中におけるハブノードとは、入力されるＷＤＭ光を個別の波長ごとに分
波して各々に対応した光信号処理を行うノードのことを示す。上記図２１の構成例では、
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分波後の各波長に対応させて光カプラ１０２および光スイッチ１０３をそれぞれ設けるこ
とにより、ハブノードにＯＡＤＭの機能を持たせて集中局としている。このようなＯＡＤ
Ｍの機能を持ったハブノードの構成は、上記の一例の他にも、例えば２×２光分岐挿入ス
イッチを各波長に対応させて設けることでＯＡＤＭの機能を実現した構成なども知られて
いる（例えば、特許文献１参照）。
【０００７】
　また、前述したようなＯＡＤＭノードを実現するためには、ＷＤＭ光の中から所望の波
長の光信号を選択できる波長可変型の光フィルタが必要である。波長可変型の光フィルタ
としては、例えば、音響光学チューナブルフィルタ（Acousto-Optic Tunable Filter：Ａ
ＯＴＦ)などが広く使用されている。ＡＯＴＦは、音響光学効果（物質中または物質表面
に励起された音波によって光が回折を受ける効果）によって光導波路に屈折率変化を誘起
して、光導波路を伝播する光の偏波状態を回転させてスペクトル成分を分離・選択するこ
とで、所望の波長のフィルタリングを行う。このＡＯＴＦは、光導波路基板上に形成した
音波を励起するための電極に印加する高周波（Radio Frequency：ＲＦ）信号の周波数の
値を変化させることで、選択される光波長を広い範囲で調整できるため、ＯＡＤＭノード
を構築するための有力な光デバイスとなっている。
【０００８】
　上記のようなＡＯＴＦを用いたＯＡＤＭノードの具体的な構成としては、例えば図２２
に示すようなものが公知である（例えば、特許文献２参照）。このＯＡＤＭノードの構成
例では、伝送路から入力されるＷＤＭ光が光カプラ（ＣＰＬ）１１１で２つに分岐され、
一方のＷＤＭ光はリジェクション・アドフィルタ１２１に送られ、他方のＷＤＭ光は光カ
プラ（ＣＰＬ）１１２に送られて更に４つに分岐される。光カプラ１１２の各出力ポート
から出力されるＷＤＭ光は、それぞれＡＯＴＦ等を用いた波長可変フィルタ１１３に与え
られることで所望の波長が選択されてドロップ光が抽出される。また、伝送路に出力する
各波長のアド光は、それぞれ光アンプ１２２で所要のレベルまで増幅された後に光カプラ
（ＣＰＬ）１２３で合波されリジェクション・アドフィルタ１２１に与えられる。リジェ
クション・アドフィルタ１２１では、自ノードにおけるアド光のリングネットワーク上で
の多重周回を避けるために、光カプラ１１１からのＷＤＭ光に含まれるアド波長と同一波
長の光信号が終端され、残りのスルー光と光カプラ１２３からのアド光とが合波されて伝
送路に出力される。
【０００９】
　また、上記の図１９に示したようなリング状光伝送システムに関しては、例えば図２３
に示すように、複数（ここでは例えば２つ）の異なるリングネットワークを各々のハブノ
ードで互いに接続することによって各波長の光信号を異なるリングネットワークの間で交
換することも可能になる。図２４は、各リングネットワークのハブノードの接続部を拡大
した図である。図２４に示すように、各々のハブノードでは、ＷＤＭ光が光分波器１０１
で各波長λ１～λｎに分波された後に光カプラ１０２で２分岐され、一方の光信号は自リ
ングネットワークに送られ、他方の光信号はリング間の接続光路１０４を通って隣接する
リングネットワークに送られる。なお、図２４には、波長λｎに対応した接続光路１０４
のみを示したが、他の波長についてのこれと同様の接続光路が設けてられている。そして
、光合波器１０４において自リングネットワークの光信号を合波するか、隣接リングネッ
トワークからの光信号を合波するかが光スイッチ１０３で選択される。このようなハブノ
ード間の接続によって、異なるリングネットワーク上を伝送される全ての波長の光信号が
各々のリングネットワーク間で交換されるようになり光クロスコネクトが実現可能になる
。
【特許文献１】特開２００４－１５３３０７号公報
【特許文献２】特開２００４－２３５７４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
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　しかしながら、上述の図１９に示したようなリング状光伝送システムについては、例え
ば図２５に示すように、集中局Ｎ０からある波長（ここでは例えばλ３とする）の光信号
を伝送路上に挿入して所望のＯＡＤＭノードへ送信する場合、その光信号と同一の波長λ
３が割り当てられたＯＡＤＭノードＮ３において集中局Ｎ０からの波長λ３の光信号が終
端されてしまうため、ＯＡＤＭノードＮ３よりも先のＯＡＤＭノードＮ４～Ｎ７に波長λ
３の光信号を伝えることができない。すなわち、従来のリング状光伝送システムでは、集
中局と任意のＯＡＤＭノードとの通信やマルチキャスト通信、ブロードキャスト通信の実
現が難しいという課題がある。
【００１１】
　このような課題を解決する１つの方法として、例えば、集中局Ｎ０から送信する光信号
の波長を各ＯＡＤＭノードに割り当てられた波長とは異なるものに設定することが考えら
れる。しかし、リングネットワーク上の全てのノードと通信する必要のある集中局には、
各ＯＡＤＭノードで使用されている全波長と同じ数の波長を割り当てる必要があるため、
システム全体で使用できる波長数が半分になってしまうという問題点がある。また、例え
ば図２６に示すように、リングネットワーク上の各ＯＡＤＭノードを集中局と同じように
ハブノードにすることによって、任意のノードとの通信やマルチキャスト通信等を実現す
ることが可能になる。しかし、ハブノードはＷＤＭ光に含まれる全ての波長に対応した構
成が必要であり装置規模が大きくなるため、サイズやコストの点で不利になってしまうと
いう欠点がある。
【００１２】
　また、上述の図２３に示したような複数のリングネットワークをハブノードを介して互
いに接続したシステムに関しては、各ＯＡＤＭノードに同一波長の多重周回を防ぐための
リジェクション・アドフィルタ１２１（図２２）が備えられているので、ハブノードを介
して隣接するリングネットワークへの通信を行うと、例えば図２７に示すように、リング
ネットワークＡ上のＯＡＤＭノードＮＡ３から挿入した波長λ３の光信号が、リングネッ
トワークＢ上で同じ波長λ３の割り当てられているＯＡＤＭノードＮＢ３で終端されてし
まうため、ＯＡＤＭノードＮＢ３よりも先のＯＡＤＭノードＮＢ４～ＮＢ７に波長λ３の
光信号を伝えることができない。すなわち、ハブノードを介して接続された隣接リングネ
ットワーク間でのマルチキャスト通信やブロードキャスト通信を実現することが難しいと
いう課題がある。
【００１３】
　本発明は上記の点に着目してなされたもので、システムの波長帯域を有効に使用できる
簡略なノード構成により、集中局と任意のＯＡＤＭノードとの通信やマルチキャスト通信
、ブロードキャスト通信を実現したリング状光伝送システムおよびこれに接続される光装
置を提供することを目的とする。
　また、ハブノードを介して接続された複数のリングネットワークにおける任意のノード
間の通信や複数のリングネットワークに亘るマルチキャスト通信、ブロードキャスト通信
を簡略なノード構成により実現したリング状光伝送システムおよびこれに接続される光装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記の目的を達成するため、本発明による光装置の一態様は、それぞれ異なる割当波長
が設定された他の光装置と接続されることでリング状光伝送システムを構成可能であり、
割当波長が設定された光装置であって、入力光を分岐する分岐部と、前記割当波長の光を
出力する光送出部と、前記分岐部により分岐された一方の入力光のうち前記割当波長の光
を阻止するとともに前記光送出部から入力された前記割当波長の光および前記分岐部によ
り分岐された一方の入力光のうち前記割当波長以外の光を出力する第１の状態と、前記分
岐部により分岐された一方の入力光を出力し前記光送出部から入力された前記割当波長の
光を阻止する第２の状態と、を有する挿入部と、を備えたことを特徴とする。
【００１５】
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　上記のような構成の光装置では、挿入部における第１および第２の状態の設定に応じて
、入力光に含まれる割当波長の光を阻止して残りの波長の光と光送出部から出力される割
当波長の光とを出力するのか、入力光をそのまま出力して光送出部からの出力光を阻止す
るのかが選択可能になるため、リング状光伝送システム上の任意の光装置との通信やマル
チキャスト通信、ブロードキャスト通信が実現されるようになる。
【００１６】
　また、本発明による光装置の他の態様は、それぞれ異なる割当波長が設定された他の光
装置と接続されることでリング状光伝送システムを構成可能であり、割当波長が設定され
た光装置であって、入力光を分岐する分岐部と、前記割当波長の光を出力する光送出部と
、前記分岐部により分岐された一方の入力光を前記割当波長の光と前記割当波長を含まな
い光とに分波する分波手段と、前記分波手段により分波された前記割当波長の光と前記光
送出部からの光を入力して択一的に出力光を切り替える光スイッチと、前記分波手段によ
り分波された前記割当波長を含まない光と前記光スイッチの出力光を合波する合波手段と
、を有する挿入部と、を備えたことを特徴とする。
【００１７】
　上記のような構成の光装置では、挿入部の光スイッチを切り替えることにより、入力光
に含まれる割当波長の光を阻止して残りの波長の光と光送出部から出力される割当波長の
光とを出力するのか、入力光をそのまま出力して光送出部からの出力光を阻止するのかが
選択可能になるため、リング状光伝送システム上の任意の光装置との通信やマルチキャス
ト通信、ブロードキャスト通信が実現されるようになる。
【００１８】
　本発明によるリング状光伝送システムの一態様は、複数の光装置と、少なくとも１つの
集中装置と、リング状伝送路と、を含んで構成される。前記複数の光装置は、それぞれ異
なる割当波長が設定され、入力光を分岐する分岐部と、前記割当波長の光を出力する光送
出部と、前記分岐部により分岐された一方の入力光のうち前記割当波長の光を阻止すると
ともに前記光送出部から入力された前記割当波長の光および前記分岐部により分岐された
一方の入力光のうち前記割当波長以外の光を出力する第１の状態と、前記分岐部により分
岐された一方の入力光を出力し前記光送出部から入力された前記割当波長の光を阻止する
第２の状態と、を有する挿入部と、を備える。前記集中装置は、入力光のうち特定波長の
光を阻止するとともに前記特定波長の光を出力することが可能であり、前記特定波長は前
記複数の光装置の割当波長のうち少なくとも１つに対応する。前記リング状伝送路は、前
記複数の光装置および少なくとも１つの前記集中装置が接続される。
【００１９】
　上記のような構成のリング状光伝送システムでは、複数の光装置それぞれにおいて、リ
ング状伝送路からの入力光に含まれる割当波長の光を阻止して残りの波長の光と光送出部
から出力される割当波長の光とをリング状伝送路に出力するのか、入力光をそのままリン
グ状伝送路に出力して光送出部からの出力光を阻止するのかが選択可能になるため、集中
装置と任意の光装置との通信やマルチキャスト通信、ブロードキャスト通信が実現される
ようになる。
【００２０】
　また、本発明のリング状光伝送システムの他の態様は、複数の第１リング光装置と、複
数の第２リング光装置と、交換装置と、を含んで構成される。前記複数の第１リング光装
置は、第１のリング状伝送路に接続され、それぞれ異なる割当波長が設定され、入力光を
分岐する分岐部と、前記割当波長の光を出力する光送出部と、前記分岐部により分岐され
た一方の入力光のうち前記割当波長の光を阻止するとともに前記光送出部から入力された
前記割当波長の光および前記分岐部により分岐された一方の入力光のうち前記割当波長以
外の光を出力する第１の状態と、前記分岐部により分岐された一方の入力光を出力し前記
光送出部から入力された前記割当波長の光を阻止する第２の状態と、を有する挿入部と、
を備える。前記複数の第２リング光装置は、第２のリング状伝送路に接続され、それぞれ
異なる割当波長が設定され、入力光を分岐する分岐部と、前記割当波長の光を出力する光
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送出部と、前記分岐部により分岐された一方の入力光のうち前記割当波長の光を阻止する
とともに前記光送出部から入力された前記割当波長の光および前記分岐部により分岐され
た一方の入力光のうち前記割当波長以外の光を出力する第１の状態と、前記分岐部により
分岐された一方の入力光を出力し前記光送出部から入力された前記割当波長の光を阻止す
る第２の状態と、を有する挿入部と、を備える。前記交換装置は、前記第１および第２の
リング状伝送路に接続され、前記第１および第２のリング状伝送路を相互に接続する第１
の状態と、前記第１および第２のリング状伝送路が個別に閉じた第２の状態と、を切換え
可能である。
【００２１】
　上記のような構成のリング状光伝送システムでは、交換装置を介して相互に接続された
第１および第２のリング状伝送路上の各光装置において、リング状伝送路からの入力光に
含まれる割当波長の光を阻止して残りの波長の光と光送出部から出力される割当波長の光
とをリング状伝送路に出力するのか、入力光をそのままリング状伝送路に出力して光送出
部からの出力光を阻止するのかが選択可能になるため、異なるリング状伝送路上の任意の
光装置間での通信やマルチキャスト通信、ブロードキャスト通信が実現されるようになる
。
【発明の効果】
【００２２】
　上述したような本発明のリング状光伝送システムおよびこれに接続される光装置によれ
ば、各種形態のリング状光伝送システムにおいて、システムの波長帯域を有効に使用でき
る簡略な構成の光装置により、任意の光装置間の通信やマルチキャスト通信、ブロードキ
ャスト通信を行うことが可能になる。このようなリング状光伝送システムは、例えば画像
配信や放送型のサービスなどに対応したネットワークの実現に好適である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について添付図面を参照しながら説明する。
なお、全図を通して同一の符号は同一または相当部分を示すものとする。
　図１は、本発明のリング状光伝送システムに接続される光装置の一実施形態としてのＯ
ＡＤＭノードの構成を示すブロック図である。
　図１において、本ＯＡＤＭノード１は、例えば上述の図２２に示した従来のＯＡＤＭノ
ードの構成について、自ノードからのアド光がリングネットワーク上で多重周回するのを
避けるために入力光に含まれるアド光と同一波長の光信号を内部で終端させていたリジェ
クション・アドフィルタ１２１に代えて、上記入力光に含まれるアド光と同一波長の光信
号を取り出すことが可能なリジェクション・アドフィルタ２１を設け、そのリジェクショ
ン・アドフィルタ２１のドロップポートＰｄから取り出された光信号を、新たに設けた光
スイッチ２４を介して、リジェクション・アドフィルタ２１のアドポートＰａに与えるよ
うにしたものである。なお、上記リジェクション・アドフィルタ２１および光スイッチ２
４を除いたＯＡＤＭノードの他の部分の構成は、図２２に示した従来の構成と同様である
。
【００２４】
　上記ＯＡＤＭノード１の構成においては、リジェクション・アドフィルタ２１および光
スイッチ２４が挿入部に相当し、アド光を増幅する光アンプ２２Ａ～２２Ｄおよび光カプ
ラ２３が光送出部に相当する。また、リジェクション・アドフィルタ２１は、分波手段お
よび合波手段としての機能を持つ。
　図２は、上記リジェクション・アドフィルタ２１の具体的な構成例を示す図である。こ
の構成例では、３つのポートを有する公知のリジェクション・アドフィルタ３０，３０’
を組み合わせることで、上記のような機能を備えた１つのリジェクション・アドフィルタ
２１を実現している。一方のリジェクション・アドフィルタ３０は、例えば図３の左側に
示すように、共通ポートＰｃ、反射ポートＰｒおよびアドポートＰａを有する。また、そ
の本体の内部には、図３の右側に示すように、各ポートに繋がる光ファイバ３１、レンズ
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３２，３４、多層膜フィルタ３３および終端器３５が設けられている。多層膜フィルタ３
３は、アド光の波長に対応した透過波長帯域を有する一般的な光フィルタであり、薄膜フ
ィルタ（ＴＦＦ）と呼ばれることもある。このリジェクション・アドフィルタ３０では、
共通ポートＰｃに繋がる光ファイバ３１の端面から出射された光がレンズ３２を介して多
層膜フィルタ３３の上面に入射し、透過波長帯域内の光成分が多層膜フィルタ３３を透過
しレンズ３４を介して終端器３５で終端され、透過波長帯域外の光成分が多層膜フィルタ
３３で反射されレンズ３２を介して反射ポートＰｒに繋がる光ファイバ３１の端面に入射
する。また、アドポートＰｃに繋がる光ファイバ３１の端面から出射された光がレンズ３
４を介して多層膜フィルタ３３の下面に入射し、透過波長帯域内の光成分が多層膜フィル
タ３３を透過しレンズ３２を介して反射ポートＰｒに繋がる光ファイバ３１の端面に入射
する。
【００２５】
　他方のリジェクション・アドフィルタ３０’は、例えば図４の左側に示すように、共通
ポートＰｃ、反射ポートＰｒおよびドロップＰｄを有する。また、その本体の内部には、
図４の右側に示すように、上記リジェクション・アドフィルタ３０と同様の光ファイバ３
１、レンズ３２，３４、多層膜フィルタ３３および終端器３５が設けられている。このリ
ジェクション・アドフィルタ３０’では、共通ポートＰｃに繋がる光ファイバ３１の端面
から出射された光がレンズ３２を介して多層膜フィルタ３３の上面に入射し、透過波長帯
域内の光成分が多層膜フィルタ３３を透過しレンズ３４を介してドロップポートＰｄに繋
がる光ファイバ３１の端面に入射し、透過波長帯域外の光成分が多層膜フィルタ３３で反
射されレンズ３２を介して反射ポートＰｒに繋がる光ファイバ３１の端面に入射する。
【００２６】
　上記の図２に示したリジェクション・アドフィルタ２１は、図４に示したリジェクショ
ン・アドフィルタ３０’の反射ポートＰｒと、図３に示したリジェクション・アドフィル
タ３０の共通ポートＰｃを直接接続することによって構成される。このような構成により
、リジェクション・アドフィルタ２１の共通ポートＰｃに入力される波長λ１～λｎの光
信号のうちから、アドポートＰａに入力されるアド光と同一波長（図２では例えばλ１～
λ４）の光信号をドロップポートＰｄから取り出すことが可能となり、残りの波長λ５～
λｎの光信号とアドポートＰａに入力される波長λ１～λ４の光とが反射ポートＰｒから
出力されるようになる。
【００２７】
　なお、ここでは２つのリジェクション・アドフィルタ３０，３０’を組み合わせて１つ
のリジェクション・アドフィルタ２１を構成する一例を示したが、本発明に適用可能なリ
ジェクション・アドフィルタの構成は上記の一例に限定されるものではない。
　光スイッチ２４（図１）は、２つの入力端子と１つの出力端子とを有し、一方の入力端
子が上記リジェクション・アドフィルタ２１のドロップポートＰｄと接続され、他方の入
力端子が複数のアド光を合波する光カプラ２３の出力ポートと接続され、出力端子が上記
リジェクション・アドフィルタ２１のアドポートＰａと接続されている。この光スイッチ
２４は、ここでは図示を省略したがシステム全体の通信状態を管理するネットワークマネ
ージメントシステム（ＮＭＳ）から与えられる制御信号に従って、入出力端子間の光路の
切り替えが行われる。
【００２８】
　上記のような構成のＯＡＤＭノード１では、リングネットワーク上から入力されるＷＤ
Ｍ光が、分岐部に相当する光カプラ１１で２つに分岐され、一方のＷＤＭ光はリジェクシ
ョン・アドフィルタ２１に送られ、他方のＷＤＭ光は光カプラ１２に送られて更に複数（
ここでは４つ）に分岐される。光カプラ１２の各出力ポートから出力されるＷＤＭ光は、
それぞれ、ＡＯＴＦ等を用いた波長可変フィルタ１３Ａ～１３Ｄに与えられることで所望
の波長が選択されてドロップ光が抽出される。リジェクション・アドフィルタ２１に送ら
れたＷＤＭ光は、自ノードに設定された割当波長としてのアド波長と同一波長の光信号が
リジェクション・アドフィルタ２１のドロップポートＰｄから取り出され、光スイッチ２
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４の一方の入力端子に与えられる。光スイッチ２４の他方の入力端子には、図示しない波
長可変光源などで生成され光アンプ２２Ａ～２２Ｄを介して光カプラ２３で合波された複
数のアド光が与えられ、ＮＭＳからの制御信号に従って、光スイッチ２４の光路の切り替
えが行われる。なお、本明細書中では、光スイッチ２４の設定について、光カプラ２３か
らのアド光がリジェクション・アドフィルタ２１のアドポートＰａに出力される状態を「
アド」とし（第１の状態）、リジェクション・アドフィルタ２１のドロップポートＰｄか
らの光信号がリジェクション・アドフィルタ２１のアドポートＰａに出力される状態を「
スルー」とする（第２の状態）。そして、リジェクション・アドフィルタ２１では、光カ
プラ１１から送られてくるＷＤＭ光からアド波長と同一波長成分を取り除いた残りの光信
号と、光スイッチ２４から出力される光信号とが合波され、リジェクション・アドフィル
タ２１の反射ポートＰｒからリングネットワーク上に出力される。
【００２９】
　以上のようなＯＡＤＭノード１を用いて、例えば、上述の図１９に示したような集中局
を中心としたリング状光伝送システムを構成することにより、従来の課題であった集中局
と任意のＯＡＤＭノードとの通信やマルチキャスト通信、ブロードキャスト通信を実現す
ることが可能になる。これについて、ここでは例えば図５に示すような構成のリング状光
伝送システムを想定して具体的に説明することにする。
【００３０】
　図５のシステム構成では、上述の図１に示したＯＡＤＭノード１がリングネットワーク
上の各ノードＮ１～Ｎ７にそれぞれ適用され、各ＯＡＤＭノードＮ１～Ｎ７に対して各々
のノード番号に対応したアド波長λ１～λ７が割り当てられている。なお、ここでは説明
を簡略化するために各ＯＡＤＭノードに割り当てられるアド波長を１波としているが、２
波以上を割り当てることも勿論可能である。集中装置としての集中局Ｎ０は、ここでは例
えば上述の図２１に示した公知の構成が適用される。この集中局Ｎ０からリングネットワ
ーク上に送信可能なアド波長（特定波長）としては、各ＯＡＤＭノードのアド波長（割当
波長）と同じ波長λ１～λ７が設定される。
【００３１】
　このようなリング状光伝送システムにおいては、例えば図６に示すように、集中局Ｎ０
から波長λ３の光信号をリングネットワーク上に送信する場合に、ＯＡＤＭノードＮ３に
おける光スイッチ２４をスルー側に設定しておくことで、集中局Ｎ０からの波長λ３の光
信号がＯＡＤＭノードＮ３で終端されることなく、その先のＯＡＤＭノードＮ４～Ｎ７ま
で伝送されるようになる。これにより、リングネットワーク上の全てのＯＡＤＭノードＮ
１～Ｎ７において、集中局Ｎ０からの波長λ３の光信号をドロップすることができるよう
になるため、集中局Ｎ０と任意のＯＡＤＭノードとの通信やマルチキャスト通信、ブロー
ドキャスト通信が可能となる。
【００３２】
　なお、あるＯＡＤＭノードからリングネットワーク上にアド光が送信されている場合に
、そのアド光と同じ波長の光信号を集中局Ｎ０から各ＯＡＤＭノードに送ろうとすると、
その集中局Ｎ０からの光信号はアド光の送信を行っているＯＡＤＭノードで終端され、そ
れより先のＯＡＤＭノードには届かなくなってしまうことが考えられる。このような状況
を回避するためには、集中局Ｎ０に割り当てられる使用波長として、全てのＯＡＤＭノー
ドのアド波長とは異なる波長（例えば波長λ８～λ１２）を加えておけばよい。これによ
り、上記のような状況においても集中局Ｎ０からのマルチキャスト通信やブロードキャス
ト通信が可能となる。
【００３３】
　上記のようなリング状光伝送システムにおける各種の通信状態の設定は、例えば、ＮＭ
Ｓから出力される制御信号に従って、集中局Ｎ０内の各波長に対応した光スイッチ１０３
（図２１）と、各ＯＡＤＭノードＮ１～Ｎ７内の光スイッチ２４（図１）とを連動させて
制御することで実現される。
　ここで、上記のＮＭＳによる制御について、図７に示すような集中局と３つのＯＡＤＭ
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ノードＮ１～Ｎ３からなる簡略化したシステム構成における４種類の通信状態を想定して
簡単に説明する。図７に示す各状態において、通信の始点および終点を矢印の起点および
終点で示し、通信に対応する波長の光の終端（阻止）を丸印で示す。
【００３４】
　図７の左上に示す設定１は、集中局から任意のＯＡＤＭノード（ここではＯＡＤＭノー
ドＮ２）へ光信号を送信する通信状態を示す。図７の右上に示す設定２は、集中局から全
てのＯＡＤＭノードへのブロードキャスト通信を行う状態を示す。図７の左下に示す設定
３は、任意のＯＡＤＭノード（ここではＯＡＤＭノードＮ２）から集中局を含んだ他のノ
ードへのブロードキャスト通信を行う状態を示す。図７の右下に示す設定４は、集中局と
任意のＯＡＤＭノード（ここではＯＡＤＭノードＮ２）の間で同一波長の光信号を双方向
に通信する状態を示す。このような通信設定１～４に対しては、集中局の使用波長および
光スイッチ１０３の設定、並びに、該当するＯＡＤＭノードの光スイッチ２４の設定が次
の表１に示すような組み合わせで連動して制御されるように、ＮＭＳによる制御が行われ
る。
【００３５】
【表１】

すなわち、通信設定１では、集中局の光スイッチ１０３でアド光が選択され、かつ、ＯＡ
ＤＭノードＮ２の光スイッチ２４がスルー状態となるようにＮＭＳによる制御が行われる
。通信設定２では、集中局の使用波長が全てのＯＡＤＭノードの波長と異なるように設定
され、かつ、集中局の光スイッチ１０３でアド光が選択されるようにＮＭＳによる制御が
行われる。通信設定３では、集中局の光スイッチ１０３で光カプラ１０２からのスルー光
が選択されるようにＮＭＳによる制御が行われる。通信設定４では、集中局の使用波長が
ＯＡＤＭノードＮ２の波長と同じになるように設定され、集中局の光スイッチ１０３でア
ド光が選択され、かつ、ＯＡＤＭノードＮ２の光スイッチ２４がアド状態となるようにＮ
ＭＳによる制御が行われる。
【００３６】
　以上のように集中局を中心としたリング状光伝送システムについて図１のＯＡＤＭノー
ド１を適用したことによって、システム全体で使用可能な波長数を半減させるようなこと
なく、集中局と任意のＯＡＤＭノードとの通信やマルチキャスト通信、ブロードキャスト
通信を簡略なノード構成により実現することが可能になる。
　次に、上述の図２３に示したような複数のリングネットワークをハブノードで接続した
リング状光伝送システムについて、図１のＯＡＤＭノード１を適用した場合を説明する。
【００３７】
　この場合、前述の図５に示したリング状光伝送システムを２つ組み合わせ、各々の集中
局Ｎ０に対応したハブノードの間を互いに接続（図２４参照）して交換装置としての機能
を実現することにより、従来の課題であったハブノードを介して接続された異なるリング
ネットワークの任意のノード間での通信や複数のリングネットワークに亘るマルチキャス
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ト通信、ブロードキャスト通信を実現することが可能になる。具体的には、例えば図８に
示すように、リングネットワークＡ上のＯＡＤＭノードＮＡ３から挿入した波長λ３の光
信号は、ＯＡＤＭノードＮＡ４～ＮＡ７を順に通過してハブノードで２つに分岐され、そ
のままリングネットワークＡを周回する光信号は、ＯＡＤＭノードＮＡ３のリジェクショ
ン・アドフィルタ２１で終端される。一方、ハブノードを介してリングネットワークＡか
らリングネットワークＢに送られた波長λ３の光信号は、リングネットワークＢ上のＯＡ
ＤＭノードＮＢ３における光スイッチ２４をスルー側に設定しておくことで、ＯＡＤＭノ
ードＮＢ３で終端されることなく、その先のＯＡＤＭノードＮＢ４～ＮＢ７まで伝送され
るようになる。これにより、ＯＡＤＭノードＮＡ３から挿入された波長λ３の光信号を、
リングネットワークＡ上のＯＡＤＭノードＮＡ１，ＮＡ２，ＮＡ４～ＮＡ７だけでなく、
リングネットワークＢ上の全てのＯＡＤＭノードＮＢ１～ＮＢ７でドロップすることがで
きるようになるため、ハブノードを介して接続された異なるリングネットワーク間でのマ
ルチキャスト通信やブロードキャスト通信が可能になる。このような２つのリングネット
ワークＡ，Ｂ間での各種の通信状態の設定は、ＮＭＳから出力される制御信号に従って、
各々のリングネットワーク上のハブノード内の各波長に対応した光スイッチ１０３（図２
１）と、各ＯＡＤＭノードＮＡ１～ＮＡ７，ＮＢ１～ＮＢ７内の光スイッチ２４（図１）
とを連動させて切り替え制御することで実現される。
【００３８】
　ここで、上記のＮＭＳによる制御について、図９に示すような各リングネットワークＡ
，Ｂ上に３つのＯＡＤＭノードＮＡ１～ＮＡ３，ＮＢ１～ＮＢ３が配置された簡略化した
システム構成における３種類の通信状態を想定して簡単に説明する。図９に示す各状態に
おいて、通信の始点および終点を矢印の起点および終点で示し、通信に対応する波長の光
の終端（阻止）を丸印で示す。
【００３９】
　図９の左上に示す設定１は、リングネットワークＡの任意のＯＡＤＭノード（ここでは
ＯＡＤＭノードＮＡ１）からリングネットワークＢへのマルチキャスト通信を行う状態を
示す。図９の右上に示す設定２は、リングネットワークＡ，Ｂ間での通信が行われない状
態、すなわち各リングネットワークＡ，Ｂが個別に閉じた状態を示す。図９の左下に示す
設定３は、リングネットワークＡの任意のＯＡＤＭノード（ここではＯＡＤＭノードＮＡ
３）と、リングネットワークＢの波長が対応するＯＡＤＭノード（ここではＯＡＤＭノー
ドＮＢ３）との間で双方向通信を行う状態を示す。このような通信設定１～３に対しては
、各リングネットワークＡ，Ｂにおけるハブノード内の光スイッチ１０３の設定および各
ＯＡＤＭノードの光スイッチ２４の設定が次の表２に示すような組み合わせで連動して制
御されるように、ＮＭＳによる制御が行われる。
【００４０】
【表２】

すなわち、通信設定１では、ハブノードの波長λ１に対応した光スイッチ１０３が隣接リ
ングネットワークからの光信号を選択するクロス状態となり（第１の状態）、かつ、ＯＡ
ＤＭノードＮＢ１の光スイッチ２４がスルー状態となるようにＮＭＳによる制御が行われ
る。通信設定２では、ハブノードの各波長に対応した光スイッチ１０３が自リングネット
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ワークからの光信号を選択するスルー状態となり（第２の状態）、かつ、各リングネット
ワークＡ，Ｂの各々のＯＡＤＭノードの光スイッチ２４がアド状態となるようにＮＭＳに
よる制御が行われる。通信設定３では、ハブノードの波長λ３に対応した光スイッチ１０
３が隣接リングネットワークからの光信号を選択するクロス状態となり、かつ、ＯＡＤＭ
ノードＮＡ３，ＮＢ３の光スイッチ２４がアド状態となるようにＮＭＳによる制御が行わ
れる。
【００４１】
　以上のように２つのリングネットワークをハブノード（交換装置）により互いに接続し
たリング状光伝送システムについて図１のＯＡＤＭノード１を適用したことによって、異
なるリングネットワーク間でのマルチキャスト通信やブロードキャスト通信を簡略なノー
ド構成により実現することが可能になる。
　なお、上記の説明では２つのリングネットワークがハブノードを介して接続される一例
を示したが、本発明はこれに限らず、例えば図１０に示すように３つ以上（ここでは４つ
）のリングネットワークがハブノードを介して接続される構成についても上記の場合と同
様にして本発明を適用することが可能である。
【００４２】
　次に、上述の図１に示したＯＡＤＭノード１の応用例について説明する。
　図１１は、上記ＯＡＤＭノード１の応用例の構成を示すブロック図である。
　上述の図１に示したＯＡＤＭノード１では、自ノードに割り当てられた複数のアド波長
について全ての波長を一括した状態で、リジェクション・アドフィルタ２１のドロップポ
ートＰｄから取り出される光信号（スルー光）を選択するのか、自ノードからリングネッ
トワーク上に挿入するアド光を選択するのかが制御される。これに対して、図１１に示す
ＯＡＤＭノード１’では、自ノードに割り当てられた複数のアド波長に個別に対応させて
、スルー光およびアド光のどちらを選択するのかが制御可能となり、通信状態をより柔軟
に設定することができるようになる。
【００４３】
　具体的に、ＯＡＤＭノード１’では、リジェクション・アドフィルタ２１のドロップポ
ートＰｄから取り出されるスルー光が、自ノードに割り当てられた複数のアド波長のうち
の１つの波長に対応した透過波長帯域を持つリジェクション・アドフィルタ２５Ａの共通
ポートに与えられ、そのリジェクション・アドフィルタ２５ＡのドロップポートＰｄから
取り出される光信号が光スイッチ２４Ａの一方の入力端子に与えられる。光スイッチ２４
Ａの他方の入力端子には、リジェクション・アドフィルタ２５Ａの透過波長帯域に対応し
た波長のアド光が与えられており、いずれか一方の入力光が選択されてリジェクション・
アドフィルタ２５ＡのアドポートＰａに出力される。リジェクション・アドフィルタ２５
Ａの反射ポートＰｒから出力される光信号は、以降、上記の場合と同様にして、自ノード
に割り当てられた複数のアド波長のうちの残りの波長にそれぞれ対応した透過波長帯域を
持つ各リジェクション・アドフィルタ２５Ｂ～２５Ｄおよび光スイッチ２４Ｂ～２４Ｄに
順次与えられ、最後のリジェクション・アドフィルタ２５Ｄの反射ポートＰｒから出力さ
れる光信号が、リジェクション・アドフィルタ２１のアドポートＰａに与えられる。なお
、上記各リジェクション・アドフィルタ２５Ａ～２５Ｄの具体例としては、上述の図２に
示した構成を適用することが可能である。リジェクション・アドフィルタ２１との違いは
、多層膜フィルタ３３の透過波長帯域が複数のアド波長を全て含むものではなく、各アド
波長に個別に対応したものであるという点である。また、各光スイッチ２４Ａ～２４Ｄの
切り替えは、図示しないＮＭＳからの制御信号に従ってそれぞれ制御されるものとする。
【００４４】
　なお、上記図１１の構成例では、各波長のアド光が光スイッチ２４Ｂ～２４Ｄに直接入
力される場合を示したが、上述の図１に示した場合と同様に、光アンプを用いて各波長の
アド光を所要のレベルまで増幅した後に光スイッチ２４Ｂ～２４Ｄに与えるようにしても
よい。
　図１２は、図１１のＯＡＤＭノード１’に関する変形例を示すブロック図である。
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【００４５】
　図１２に示すＯＡＤＭノード１”では、リジェクション・アドフィルタ２１のドロップ
ポートＰｄから取り出される光信号が光分波器２６で波長ごとに分波され、各波長の光信
号が上記図１１の場合と同様の各波長に対応した光スイッチ２４Ａ～２４Ｄにそれぞれ与
えられる。そして、各々の光スイッチ２４Ａ～２４Ｄで選択されたスルー光またはアド光
が光合波器２７で合波された後にリジェクション・アドフィルタ２１のアドポートＰａに
与えられる。このような構成のＯＡＤＭノード１”によっても、自ノードに割り当てられ
た複数のアド波長に個別に対応させて、スルー光およびアド光のどちらを選択するのかが
制御可能となり、通信状態をより柔軟に設定することができる。
【００４６】
　次に、上述したような本発明のリング状光伝送システムに適用可能な集中局およびハブ
ノードの応用例について説明する。
　図１３は、集中局の応用例の構成を示すブロック図である。
　上述の図２１に例示した集中局の従来構成では、例えばアレイ導波路格子（Arrayed Wa
veguide Grating：ＡＷＧ）等を利用した光分波器１０１および光合波器１０４を用いて
、ＷＤＭ光を各波長λ１～λｎの光信号に分波し、各波長に対応した光カプラ１０２およ
び光スイッチ１０３により各々の波長ごとに光信号の分岐、挿入等が行われていた。これ
に対して図１３の集中局３では、例えば波長選択スイッチ（Wavelength Selective Switc
h：ＷＳＳ）を利用することにより、波長選択スイッチの各出力ポートに対応させて光信
号の分岐、挿入等が行われる。
【００４７】
　具体的には、伝送路から入力されるＷＤＭ光が光アンプ３１等を介して光カプラ３２に
与えられて２つに分岐され、一方のＷＤＭ光はドロップ光を取り出すために波長選択スイ
ッチ３３に送られ、他方のＷＤＭ光はアド光と合波して伝送路に出力するために波長選択
スイッチ３４に送られる。各波長選択スイッチ３３，３４は、例えば図１４に示すように
、１つの入力ポートＰｉｎおよび複数の出力ポートＰｏｕｔと、回折格子およびＭＥＭＳ
ミラーを備えた光学系とを有し、入力ポートＰｉｎに与えられるＷＤＭ光から任意の波長
を選択して任意の出力ポートＰｏｕｔに出力することができ、また、各出力ポートＰｏｕ
ｔに逆向きに同じ波長を入力すると入力ポートＰｉｎに戻すことのできる可逆の特性を備
えた公知の光スイッチである。図１５は、上記のような波長選択スイッチの特性を模式的
に示したものである。図１３の構成例では、波長選択スイッチ３３の各出力ポートから出
力される光信号がドロップ光として取り出される。また、波長選択スイッチ３４では、光
カプラ３２で分岐されたＷＤＭ光とリングネットワーク上に送信する複数のアド光とが各
出力ポートに与えられ、それらを合波したＷＤＭが入力ポートから出力されて、光アンプ
３５等を介して伝送路に送られる。
【００４８】
　このような波長選択スイッチを利用した構成を集中局に適用した場合には、図２１の構
成例のようにＷＤＭ光の各波長に対応させて光カプラや光スイッチを多数設ける必要がな
くなるため、簡略な構成で小型の集中局を実現することが可能である。
　また、上記のような波長選択スイッチを利用した構成は、例えば図１６に示すように、
複数のリングネットワーク間を接続するハブノード（交換装置）にも応用することが可能
である。具体的に図１６の構成例では、リングネットワークＡ側のハブノード３Ａにおい
て、光カプラ３２で分岐された光が前述した図１３の場合と同様にして波長選択スイッチ
３３により選択的にドロップされ、ハブノード３Ｂの波長選択スイッチ３４に接続された
１本の光路を通ってリングネットワークＢ側に送られる。また、これと同様にして、ハブ
ノード３Ｂの波長選択スイッチ３３により選択的にドロップされた光がハブノード３Ａの
波長選択スイッチ３４に接続された１本の光路を通ってリングネットワークＡ側に送られ
る。これにより、各リングネットワークＡ，Ｂ間での光信号の交換が行われるようになる
。
【００４９】
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　なお、上記図１３および図１６の構成例では、集中局（ハブノード）に入力されるＷＤ
Ｍ光を光カプラ３２で２分岐した後に各波長選択スイッチ３３，３４に与えるようにした
が、例えば図１７に示すように、光カプラ３２を省略し、リングネットワーク上から入力
されるＷＤＭ光を光アンプ３１を介して波長選択スイッチ３３に与え、その波長選択スイ
ッチ３３の少なくとも１つの出力ポートから出力される光信号をスルー光として後段の波
長選択スイッチ３４に与えるようにすることも可能である。ただし、このノード構成では
、波長選択スイッチ３３により所要の波長の光信号をドロップすると、そのドロップ光と
同一波長の光信号をスルー光として後段の波長選択スイッチ３４に与えることができない
ので、リングネットワーク上の全てのノードに対して同一波長でマルチキャスト通信を行
うことが困難になる。このため通信設定をより柔軟に行うという点では前述の図１３に示
したノード構成のほうが優れている。
【００５０】
　また、図１３のノード構成に関して、例えば図１８に示すように、各波長選択スイッチ
３３，３４のいずれかの出力ポートにさらに別の波長選択スイッチ３３’，３４’の入力
ポートを接続することで、ドロップ光やアド光の波長数を簡単に増設することができるよ
うになる。よって、システムのアップグレード等にも柔軟に対応することが可能になる。
　以上、本明細書で開示した主な発明について以下にまとめる。
【００５１】
（付記１）それぞれ異なる割当波長が設定された他の光装置と接続されることでリング状
光伝送システムを構成可能であり、割当波長が設定された光装置であって、
　前記割当波長の光を出力する光送出部と、
　入力光のうち前記割当波長の光を阻止するとともに前記光送出部から入力された前記割
当波長の光および入力光のうち前記割当波長以外の光を出力する第１の状態と、入力光を
出力し前記光送出部から入力された前記割当波長の光を阻止する第２の状態と、を有する
挿入部と、
　を備えたことを特徴とする光装置。
【００５２】
（付記２）前記割当波長として複数の波長が設定されるとき、前記挿入部における前記第
１および第２の状態が複数の割当波長について一括して設定されることを特徴とする付記
１に記載の光装置。
【００５３】
（付記３）前記割当波長として複数の波長が設定されるとき、前記挿入部における前記第
１および第２の状態が各々の割当波長ごとに独立して設定されることを特徴とする付記１
に記載の光装置。
【００５４】
（付記４）前記挿入部は、入力光が第１ポートに与えられ、該入力光のうちの前記割当波
長の光が第２ポートから出力され、前記入力光のうちの前記割当波長以外の光と第３ポー
トに入力される光とを合波して第４ポートから出力する光フィルタと、前記光送出部から
入力された前記割当波長の光と前記光フィルタの第２ポートからの出力光とが入力され、
該入力された光のうちの一方を前記光フィルタの第３ポートに出力する光スイッチと、を
備えたことを特徴とする付記１に記載の光装置。
【００５５】
（付記５）それぞれ異なる割当波長が設定された他の光装置と接続されることでリング状
光伝送システムを構成可能であり、割当波長が設定された光装置であって、
　前記割当波長の光を出力する光送出部と、
　入力光を前記割当波長の光と前記割当波長を含まない光とに分波する分波手段と、前記
分波手段により分波された前記割当波長の光と前記光送出部からの光を入力して択一的に
出力光を切り替える光スイッチと、前記分波手段により分波された前記割当波長を含まな
い光と前記光スイッチの出力光を合波する合波手段と、を有する挿入部と、
　を備えたことを特徴とする光装置。
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【００５６】
（付記６）それぞれ異なる割当波長が設定され、前記割当波長の光を出力する光送出部と
、入力光のうち前記割当波長の光を阻止するとともに前記光送出部から入力された前記割
当波長の光および入力光のうち前記割当波長以外の光を出力する第１の状態と、入力光を
出力し前記光送出部から入力された前記割当波長の光を阻止する第２の状態と、を有する
挿入部と、を備えた複数の光装置と、
　入力光のうち特定波長の光を阻止するとともに前記特定波長の光を出力することが可能
であり、前記特定波長は前記複数の光装置の割当波長のうち少なくとも１つに対応する集
中装置と、
　前記複数の光装置および少なくとも１つの前記集中装置が接続されるリング状伝送路と
、
　を含むことを特徴とするリング状光伝送システム。
【００５７】
（付記７）前記集中装置が前記特定波長の光により前記複数の光装置の全てに対する信号
光を送出するとき、
　前記集中装置の前記特定波長に対応した割当波長を有する光装置は、前記第２の状態に
設定されることを特徴とする付記６に記載のリング状光伝送システム。
【００５８】
（付記８）前記複数の光装置および前記集中装置は、システム全体の通信状態を管理する
ネットワークマネージメントシステムから与えられる制御信号に従って、各々の設定が連
動して制御されることを特徴とする付記６に記載のリング状光伝送システム。
【００５９】
（付記９）前記集中装置は、前記特定波長の光を出力する光送出部と、前記リング状伝送
路からの入力光を分波して前記特定波長の光を取り出す第１の波長選択スイッチと、前記
入力光のうちの前記特定波長以外の光と前記光送出部からの出力光とを合波して前記リン
グ状伝送路に出力する第２の波長選択スイッチと、を備えたことを特徴とする付記６に記
載のリング状光伝送システム。
【００６０】
（付記１０）前記集中装置は、前記リング状伝送路からの入力光を２つに分岐する光カプ
ラを備え、該光カプラで分岐された一方の光が前記第１の波長選択スイッチに与えられ、
他方の光が前記第２の波長選択スイッチに与えられることを特徴とする付記９に記載のリ
ング状光伝送システム。
【００６１】
（付記１１）第１のリング状伝送路に接続され、それぞれ異なる割当波長が設定され、前
記割当波長の光を出力する光送出部と、入力光のうち前記割当波長の光を阻止するととも
に前記光送出部から入力された前記割当波長の光および入力光のうち前記割当波長以外の
光を出力する第１の状態と、入力光を出力し前記光送出部から入力された前記割当波長の
光を阻止する第２の状態と、を有する挿入部と、を備えた複数の第１リング光装置と、
　第２のリング状伝送路に接続され、それぞれ異なる割当波長が設定され、前記割当波長
の光を出力する光送出部と、入力光のうち前記割当波長の光を阻止するとともに前記光送
出部から入力された前記割当波長の光および入力光のうち前記割当波長以外の光を出力す
る第１の状態と、入力光を出力し前記光送出部から入力された前記割当波長の光を阻止す
る第２の状態と、を有する挿入部と、を備えた複数の第２リング光装置と、
　前記第１および第２のリング状伝送路に接続され、前記第１および第２のリング状伝送
路を相互に接続する第１の状態と、前記第１および第２のリング状伝送路が個別に閉じた
第２の状態と、を切換え可能な交換装置と、
　を含むことを特徴とするリング状光伝送システム。
【００６２】
（付記１２）前記第１リング光装置が前記割当波長である特定波長の光により前記複数の
第２リング光装置の全てに対する信号光を送出するとき、
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　前記交換装置は、前記第１の状態に設定され、
　前記特定波長を前記割当波長とする前記第２リング光装置は、前記第２の状態に設定さ
れることを特徴とする付記１１に記載のリング状光伝送システム。
【００６３】
（付記１３）前記複数の第１リング光装置、前記複数の第２リング光装置および前記交換
装置は、システム全体の通信状態を管理するネットワークマネージメントシステムから与
えられる制御信号に従って、各々の設定が連動して制御されることを特徴とする付記１１
に記載のリング状光伝送システム。
【００６４】
（付記１４）前記交換装置は、前記第１のリング状伝送路からの入力光を分波して前記第
２のリング状伝送路に送る光を取り出す第１の波長選択スイッチと、前記第２のリング状
伝送路からの入力光を分波して前記第１のリング状伝送路に送る光を取り出す第２の波長
選択スイッチと、前記第１のリング状伝送路からの入力光のうちの前記第２のリング状伝
送路に送る光以外の光と前記第２の波長選択スイッチで取り出された光を合波して前記第
１のリング状伝送路に出力する第３の波長選択スイッチと、前記第２のリング状伝送路か
らの入力光のうちの前記第１のリング状伝送路に送る光以外の光と前記第１の波長選択ス
イッチで取り出された光を合波して前記第２のリング状伝送路に出力する第４の波長選択
スイッチと、を備えたことを特徴とする付記１１に記載のリング状光伝送システム。
【００６５】
（付記１５）前記交換装置は、前記第１のリング状伝送路からの入力光を２つに分岐する
第１の光カプラと、前記第２のリング状伝送路からの入力光を２つに分岐する第２の光カ
プラとを備え、前記第１の光カプラで分岐された一方の光が前記第１の波長選択スイッチ
に与えられ、他方の光が前記第３の波長選択スイッチに与えられるとともに、前記第２の
光カプラで分岐された一方の光が前記第２の波長選択スイッチに与えられ、他方の光が前
記第４の波長選択スイッチに与えられることを特徴とする付記１４に記載のリング状光伝
送システム。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明のリング状光伝送システムに接続される光装置の一実施形態としてのＯＡ
ＤＭノードの構成を示すブロック図である。
【図２】図１のＯＡＤＭノードに用いられるリジェクション・アドフィルタの構成例を示
す図である。
【図３】図２のリジェクション・アドフィルタの具体的な構造を示す第１図である。
【図４】図２のリジェクション・アドフィルタの具体的な構造を示す第２図である。
【図５】集中局を中心としたリング状光伝送システムに図１のＯＡＤＭノードを適用した
構成例を示す図である。
【図６】図５のリング状光伝送システムにおける動作を説明するための図である。
【図７】集中局を中心としたリング状光伝送システムにおけるＮＭＳの制御について説明
するための図である。
【図８】２つのリングを接続したリング状光伝送システムに図１のＯＡＤＭノードを適用
した場合の動作を説明するための図である。
【図９】２つのリングを接続したリング状光伝送システムにおけるＮＭＳの制御について
説明するための図である。
【図１０】３つ以上のリングを接続したリング状光伝送システムに図１のＯＡＤＭノード
を適用した場合の一例を示す図である。
【図１１】図１のＯＡＤＭノードに関する応用例の構成を示すブロック図である。
【図１２】図１１のＯＡＤＭノードに関する変形例の構成を示すブロック図である。
【図１３】本発明のリング状光伝送システムに適用可能な集中局の応用例を示すブロック
図である。
【図１４】図１３の集中局に用いられる波長選択スイッチの具体例を示す図である。
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【図１５】波長選択スイッチの特性を説明するための模式図である。
【図１６】複数のリングネットワーク間を接続するハブノードに図１３の構成を応用した
一例を示す図である。
【図１７】図１３の構成に関連した変形例を示すブロック図である。
【図１８】図１３の構成に関連した他の変形例を示すブロック図である。
【図１９】ＯＡＤＭノードを有する一般的なリング状光伝送システムの構成例を示す図で
ある。
【図２０】図１９のシステムで各ＯＡＤＭノードに割り当てられるアド波長の設定例を示
す図である。
【図２１】図１９のシステムにおける集中局の従来の構成例を示した図である。
【図２２】図１９のシステムにおけるＯＡＤＭノードの従来の構成例を示した図である。
【図２３】２つのリングを接続したリング状光伝送システムの一例を示す図である。
【図２４】図２３のシステムにおけるハブノード間の接続部を拡大した図である。
【図２５】図１９のシステムに関する問題点を説明するための図である。
【図２６】図１９のシステムに関する他の問題点を説明するための図である。
【図２７】図２３のシステムに関する問題点を説明するための図である。
【符号の説明】
【００６７】
　１，１’，１”…ＯＡＤＭノード
　３，３’，３”…集中局（ハブノード）
　１１，１２，２３…光カプラ（ＣＰＬ）
　１３Ａ～１３Ｄ…波長可変フィルタ
　２１，２５Ａ～２５Ｄ，３０，３０’…リジェクション・アドフィルタ
　２２Ａ～２２Ｄ…光アンプ
　２４，２４Ａ～２４Ｄ…光スイッチ
　２６…光分波器
　２７…光合波器
　３３，３４，３３’，３４’…波長選択スイッチ（ＷＳＳ）
　Ｐｃ…共通ポート
　Ｐｄ…ドロップポート
　Ｐａ…アドポート
　Ｐｒ…反射ポート
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